
助成団体　19団体

活動日数　90日

助成団体　20団体

利用者（団体）　239人

貸出回数　65回

来場者数　1,600人

誰もが住み慣れた地域の中でいきいきと暮らせるために、健康や生きがいづくりに関するサロン活動を実施する団

体を支援します。サロンの立ち上げや活動について、お気軽に社協までご連絡ください。

これらの取り組みは、皆様の会費や寄付金・

共同募金などにより支えられています。

一般会員	 500円　　

協力会員	 1,000円　　

特別会員	 5,000円以上

加入方法　

社協窓口で、随時お受けしています。

ボランティア団体や様々な機関・団体および企業等の皆
様にご協力いただき、地域の方々の健康と福祉に関する
出会いの場として開催します。

日常生活を送る上で、家事が困難な世帯等に有
償で家事援助（掃除、洗濯等）を行うサービス
です。（要件あり）

地域福祉の推進を図るため、社協が実施する事業
活動への協力及び自主的な社会福祉活動を実施す
る団体に対し、助成金を交付します。

車椅子を使用しなければ外出が困難な在

宅の方に、車椅子のまま乗降できる軽自

動車を貸出します。

在宅で利用を希望する方に貸出します。電動ベッドは

「要支援１・２、要介護１」の方又は介護保険外の方

がご利用可能です。

テントは、町内会・福祉団体に貸出します。

相談件数　29件

募金額　5,201,268円

相談件数　25件

支援件数　13件

利用者　19人

相談件数　59件

募金額　2,210,159円

相談件数　13件

貸付件数　7件

配付世帯　49件

利用者　16人

なのはなの里では、就労支援のほか、食事

など日中の生活を支援したり、創作活動の

サポートを行っています。

さくらの里では、生産活動やプラスチック

製品の箱詰め、袋詰めなどを通じて就労に

向けた必要な訓練を行っています。

低所得世帯や高齢者・障害者世帯に対し、資金の貸付
けと必要な相談支援を行うことにより、その世帯の経
済的自立と安定した生活に向け、支援を行います。
（県社協受託事業）

日常生活の中での悩みや心配ごとなど、一日でも早い
解決を図ることを目的に毎月第２・４木曜日の午後１
時から４時までの間、相談員がご相談に応じます。

低所得で、臨時出費または収入欠如等により、生活を
維持するために応急的な資金を必要とする世帯に、
３万円を限度額として貸付けをします。

失業や離職、病気など様々な理由
から経済的に問題を抱えてしまっ
た方に対して、自立した生活が送
れるよう相談をお受けします。
（市受託事業）

行旅人で所持金がなく、旅費等に困窮している方に法
外援護費の貸付けをします。（金額300円以内）

社会福祉施設と協働して支援機関への橋渡しを行うと
ともに、逼迫した状況にある場合には経済的援助（現
物給付10万円まで）を行い、生活困窮者の自立を支
援します。 毎年12月に非課税世帯に対し、慰問金品を配付しま

す。（要件あり）

毎年10月から翌年３月に地域の方々にご協力い
ただき募金運動を実施し、社会福祉協議会の事
業や福祉施設の充実など民間福祉活動に有効に
役立てられています。

毎年12月に地域の方々にご協力いただき募金
運動を実施し、市内で支援を必要とする非課税
世帯に対し、明るいお正月が迎えられるよう、
地域で助け合う活動を行っています。

幸手市社協で行っている事業を紹介します

ふれあい・いきいきサロン活動の推進

地域の福祉活動に関すること

社協会員募集中！！

健康福祉まつりの開催（市と共催）

福祉活動を行う団体へ助成

ひとり暮らしの高齢者などへの家事援助

車椅子のまま同乗できる車輌

貸出します！！

車椅子・介護用ベッド・テント

生活にお困りの方に関すること

行旅人の方へ旅費貸付

あんしんセーフティネット

非課税世帯への慰問金品の配付

経済的自立と生活の安定を目的とした貸付心配ごとを抱える方への相談受付

一時的な小口資金の貸付生活にお困りの方の相談窓口

共同募金に関すること

赤い羽根共同募金

歳末たすけあい募金

障害者自立支援施設に関すること

なのはなの里（生活介護・就労継続支援Ｂ型） さくらの里（就労継続支援Ｂ型）
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金婚を迎えたご夫婦に心ばかりの

祝品（夫婦湯呑茶碗）をお贈りいた

します。

ボランティアが自宅に訪問し、寂しさなどを抱え、

話し相手が欲しいと感じている高齢者の気持ちに寄

り添い、お話を伺います。

市内の75歳以上の方に敬老の日

を迎えることをお祝いし、祝品

（幸手市共通商品券）をお贈りい

たします。

ひとり暮らしの高齢者の方等の急病又

は事故などの緊急の際に、迅速に関係

機関に連絡できる「連絡用カード（安

心カード）」を配付します。

52

視覚に障がいのある方の地域における生活を支援する

ため、広報紙などを録音したCDや点訳物を配付する

ことで、情報の伝達をお手伝いします。

物忘れなどのある高齢者や知的障がい・精神障がいの
ある方などに対し、訪問等により福祉サービスの利用
や暮らしに必要な支援を行います。

ひとり暮らしの高齢者や、

障がいのある方等で外出や

調理が難しい方へ、月に２

回、ボランティアの手作り

のお弁当をお届けします。

今年度から、障がいをお持ちの

家族をご家庭で介護されている

方の慰労と交流を目的とした日

帰りバス旅行に出かけます。

不安や寂しさを抱え、話し相手が欲

しいと思っている方と、電話で交流

し、安否を確認します。

ボランティアから希望される方へ、

年賀状をお送りします。

地域での仲間づくりを目的とし、温泉・昼食・買い

物など日帰りバス旅行に出かけます。

ボランティアと高齢者の方が集い、レクリエーション

や昼食により親睦を深めます。（年３回）

送付数　164件
利用者　41人

参加人数　93人 参加人数　122人

贈呈数　5,903人訪問回数　256回

贈呈数　51組

相談等件数　127件利用者　21人

実施回数　20回

子どもが満１歳を迎えるまでの世帯の出産を祝い、赤

ちゃん用品券（２，０００円）を配付します。指定さ

れた店舗で物品の購入ができます。

小・中学生が様々な体験を通じ、

社会福祉への理解と関心を高め、

ボランティア精神を養うととも

に、地域社会との関わりを深める

ことを目的に、福祉指定校（４校）

の活動を支援します。

ボランティア活動に関する標語を募集し、小・中学生

の福祉への理解と関心を高めるとともに、作品を通じ

て地域社会への福祉啓発を図ります。

一定の要件を満たしているボランティア団体に対し、
運営費等の一部を助成します。

ボランティアをしたい人とボランティアをお願いした

い人を繋ぎます。また、ボランティアの開拓や育成を

目的に、講座の企画実施を行います。

聴覚に障がいのある方の

生活を支援するため、手

話で日常会話を行うのに

必要な手話表現技術など

を学ぶ講習会を開催して

います。

大規模災害発生に備え、災害ボランティアセンター立

ち上げ訓練やセンター設置時に迅速な活動が行えるよ

うにボランティアの登録・研修を実施しています。

ボランティア活動のきっかけづくりの

ため、社協では７月から11月までの

期間で様々な体験メニューをご用意し

ています。（小・中・高校生含む）

相談件数　94件

事業助成金　6団体活動助成金　9団体

受講者　58人

受講者　06人

申請者数　77件応募作品数　1,428作品

参加者　250人 災害ボランティア登録者数　17人

ボランティアの方との電話交流 年賀状の送付

高齢の方、障がいのある方に関すること

敬老祝い品の贈呈（市と共催）

安心カードを配付金婚（結婚50年）を迎えるご夫婦へ記念品を贈呈

高齢の方の気持ちに寄り添いお話を聴く活動

障がい者の方へ

65歳以上のひとり暮らしの方へ 70歳以上のひとり暮らしの方へ

高齢者・障がい者の方へ

日帰りバス旅行
ボランティアの方とのふれあい食事会

必要な情報をお届け あんしんサポートねっと

ひとり暮らしの高齢者などへお弁当を配達
在宅介護手当を受給している介護者の
日帰りバス旅行

子どもが誕生した世帯へ赤ちゃん用品券を贈呈

ボランティア活動に関すること

子どもたちに関すること

小・中学校の福祉教育の推進

小・中学生ボランティア活動作品（標語）を募集

ボランティアの育成と活動を支援

手話講習会の開催

ボランティア団体活動の推進

災害ボランティアセンター立ち上げ訓練

彩の国ボランティア体験の開催


